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最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
か
ら
、

安
心
安
全
な
暮
ら
し
は
当
た
り
前

で
は
な
い
こ
と
。
い
つ
何
時
、
何

が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

の
中
、
安
全
で
あ
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
た
い
。 

 

自
然
災
害
、
人
的
災
害
で
は
、

一
人
ひ
と
り
の
自
己
防
衛
力
が
問

わ
れ
、
生
死
が
分
か
れ
る
。「
人
命

が
一
番
で
あ
る
」
と
す
る
交
通
安

全
母
の
会
に
お
い
て
も
、
自
分
の

身
を
守
る
人
、
考
え
て
行
動
で
き

る
人
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

交
通
事
故
減
少
を
願
い
、
き
ま
り

（
ル
ー
ル
）
を
守
る
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
て
い
る
。
車
は
走
る

凶
器
と
言
わ
れ
、
一
旦
停
止
を
怠

る
と
、
一
瞬
で
命
を
落
と
す
こ
と

も
あ
る
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
で
命
が
助
か
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
ま

し
ょ
う
。 

三
豊
市
交
通
安
全
母
の
会 

会
長 

 

三
木 

寿
々
子 

 
 

         

 

高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業 

 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
が
集
う
サ
ロ
ン
や
教
室
の
場
に
出
向
き
、
チ
ラ

シ
・
反
射
材
付
き
ポ
ー
チ
を
使
い
、
交
通
安
全
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
続
け
て
実
施
し
ま

す
。 

 

ご
要
望
・
お
問
い
合
わ
せ 

総
務
課
交
通
担
当
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
課
（
℡
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３
０
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０
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う  

 

交
通
安
全
母
の
会 

こ
じ
か
ク
ラ
ブ
で
は
、
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
安
全
母
親

活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
春
と
秋
の
交

通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
率
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
五
年

度
の
結
果
は
、
春
と
秋
の
平
均
が
７
２
．
６
％

で
し
た
。
昨
年
よ
り
少
し
良
く
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
低
い
結
果
で
す
。 

運
転
者
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
大
切
な
子
ど
も
を
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
必
ず
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

交

三豊市交通安全母の会 
2024 年 3 月発行 

「
交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
三
豊
市
を
目
指
し
て
」 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

三
豊
警
察
署
長 

 

秦 

孝
広 

三
豊
市
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
や
家
庭
に
お
け
る

交
通
安
全
意
識
の
向
上
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
常
日
頃
か
ら
交
通
安
全
活
動
を
積

極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
ご
労
苦
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
敬
意

を
表
し
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
の
県
下
の
交
通
事
故
情
勢
は
、
発
生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も

に
前
年
に
比
べ
減
少
し
た
も
の
の
、
人
口
十
万
人
当
た
り
の
死
者
数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

五
位
と
な
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

三
豊
警
察
署
で
は
、
本
年
も
「
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
」
を
目
標
に
掲
げ
、
飲
酒
運

転
や
信
号
無
視
等
の
悪
質
・
危
険
な
違
反
の
取
締
り
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
て
交
通
安
全
教
育
や
広
報
啓
発
活
動
、
交
通
環
境
の
整
備
な
ど
、
「
交

通
事
故
の
な
い
安
全
な
三
豊
市
」
を
目
指
し
て
、
総
合
的
な
交
通
事
故
抑
止
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

特
に
一
人
ひ
と
り
の
心
に
響
く
交
通
安
全
教
育
は
、
「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を

活
動
指
針
と
す
る
皆
様
方
の
取
組
み
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

家
庭
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
市
全
体
へ
と
交
通
安
全
の
機
運
が
高
ま
り
、
安
全
行

動
が
浸
透
し
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 結

び
に
、
三
豊
市
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
五
年
四
月
か
ら
全
て
の
自
転

車
利
用
者
に
対
し
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な
り

ま
し
た
。 

香
川
県
で
は
、
令
和
四
年
に
自
転
車
事
故
で
亡
く
な
っ
た
方
は
五

人
。
全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
で
、
う
ち
二
人
は
着
用
し
て
い
れ

ば
助
か
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
事

故
で
は
、
頭
部
が
致
命
傷
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
命
が
助
か
る
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

《
自
転
車
安
全
利
用
五
則
》 

一
．
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行 

 

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先 

二
．
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、
安
全
確
認 

三
．
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯 

四
．
飲
酒
運
転
は
禁
止 

五
．
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用 

市内商業施設における交通安全キャンペーン 



 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

香
川
県
交
通
安
全 

母
親
活
動
推
進
大
会 

 
 

 
 
 

 
 

 

高
瀬
町 
 

香
川 

隆
子 

  

 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
、
県
庁
ホ
ー
ル

に
て
「
香
川
県
交
通
安
全
母
親
活
動
推
進

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
初
参
加
で
し
た
が
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

私
も
後
期
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。
日
々
、

見
聞
き
す
る
交
通
事
故
の
現
状
に
心
が
痛

み
ま
す
。 

 

高
齢
者
事
故
に
は
、
私
も
運
転
者
と
し

て
、
今
以
上
に
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
る

こ
と
、
十
分
な
時
間
の
余
裕
を
も
つ
こ
と
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
守

る
こ
と
を
心
に
と
ど
め
ま
す
。
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守

し
ま
す
。 

色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 
 

講
話
の
中
で
、「
チ
ャ
イ
ル
ド
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
」
を
参
加
者
が
作
り
、
実
際
の
子

ど
も
の
視
野
の
狭
さ
を
改
め
て
知
る
と

と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
親
の
役
割
を

分
か
り
や
す
く
講
話
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。 マ

ス
コ
ッ
ト
作
り
は
、
な
か
な
か
難

し
く
、
苦
戦
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
普
段
、
親
子
で
何
か
を
作
る

機
会
は
あ
ま
り
無
く
、
協
力
し
て
作
る

こ
と
で
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
か
わ
い
ら

し
い
カ
メ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
目
の
前
に

し
、「
も
っ
と
時
間
が
あ
れ
ば
な
あ
」
と

い
う
つ
ぶ
や
き
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

 

三
豊
市
交
通
安
全
母
の
会
総
会 

 

高
瀬
町 

 

森 

洋
子 

 
 

令
和
五
年
七
月
十
日
、
三
豊
市
交
通
安

全
母
の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨
年
度
は

書
面
開
催
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
五
十
名
余
の
会
員
が
参
加
し
、
会
合

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
山
下
市
長
様
、
秦
警
察
署
長
様

よ
り
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

事
審
議
も
滞
り
な
く
進
行
し
ま
し
た
。
三

豊
警
察
署
の
串
田
交
通
課
長
様
か
ら
は
、

「
事
故
か
ら
学
ぶ
自
転
車
の
ル
ー
ル
」
と

題
し
た
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
自
転
車
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
令
和
五
年
四
月
か
ら

努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
未
着
用
の
危
険
性
を
し
っ
か
り
と

学
び
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

を
合
言
葉
に
、
地
域
、
家
族
の
安
全
を
守

る
た
め
に
、
自
ら
が
率
先
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
、
ま

ず
深
呼
吸
、
ゆ
っ
く
り
発
進
し
ま
し
ょ
う
。 

今
も
大
切
に
意
識
し
て
い
ま
す
！ 

 
 

 
 
 

 
 

 

三
豊
市
立
詫
間
小
学
校 

 
 

六
月
二
十
二
日
、
一
年
生
対
象
に
交
通
安
全
の
紙
芝

居
が
あ
り
、
交
通
安
全
母
の
会
の
三
木
さ
ん
が
読
み
聞

か
せ
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ず
っ
と

中
止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

二
月
現
在
、
読
み
聞
か
せ
か
ら
は
ず
い
ぶ
ん
と
時
間

が
経
ち
ま
し
た
が
、
紙
芝
居
を
通
し
て
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
、
次
の
２
つ
の
こ
と
が
記
憶
に
し
っ
か
り
と
残
っ
て

お
り
、
普
段
も
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

★
左
右
を
し
っ
か
り
み
て
横
断
歩
道
を
渡
る
。 

★
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
。 

 

本
校
で
は
、
集
団
登
校
や
保
護
者
に
よ
る
送
迎
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
な
ど
、
通
学
方
法
は
様
々
で
す
。
歩

い
て
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
家
族
や
友
達
と

車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
も
自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ

る
よ
う
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
に
つ
い
て
は
日
頃

か
ら
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

読
み
聞
か
せ
の
後
、
子
ど 

も
た
ち
全
員
に
車
の
形
の
テ 

ィ
ッ
シ
ュ
箱
を
い
た
だ
き
ま 

し
た
。
家
に
持
ち
帰
り
、
お 

家
の
人
と
も
交
通
安
全
に
つ 

い
て
話
す
き
っ
か
け
に
な
っ 

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校 

で
も
、
こ
の
意
識
が
続
く
よ 

う
に
、
声
掛
け
を
し
て
い
き 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 
 
 
★先日用事で歩いて出かけ、信号機のない横断歩道を渡ろうと待ってい

た時、突然右から来た車が止まってくれました。その時、左から来た車

も止まってくれて安心して渡れました。歩道で待っている人がいるとき

は、必ず停止します。           （高瀬町 大井 スエミ） 
 
★孫の幼稚園への送り迎えをしています。車の中では、嬉しかったこと

や頑張ったことなど色々な話をしてくれます。２人だけの楽しい時間で

すが、ハンドルはしっかり握って、より一層安全運転を心掛けます。    

（高瀬町 小畑 美知子） 
 

★交通安全のキャンペーンで街頭に立つ機会がありますが、今でもシー

トベルトをしていない人を見かけます。万が一のことを考えて、車に乗っ

たら「先ずシートベルト」を心掛けています。 （山本町 髙橋 初枝） 
 
★横断歩道で左右の確認が充分でなかったために、おばあさんが渡ろう

としていたのに気付かず徐行のまま行き、お叱りを受けました。 
不注意が大きな事故に繋がりかねない。横断歩道は必ず左右確認を怠ら

ず運転するよう心掛けます。         （山本町 安藤 明實） 
 
★交通安全母の会では、年何回か、幼稚園や小学校での交通安全の勉強

会を行っています。安全な知識の大切さや、道路での行動の重大さを子

どもたちに考えさせています。皆様も子どもが交通安全を忘れかけたと

きは、ご指導ください。           （三野町 西谷 徳子） 
 

★夕暮れ時の外出には、反射タスキの着用とライトの保持を忘れずに心

掛けています。薄暗い中での明かりの使用は、相手への注意喚起と自身

の安全のために必要と思い大切にしています。（豊中町 合田 恵美子） 
 
★制限速度で走行していますが、スピードを出して追い抜く車が多いで

す。バックミラーを見忘れている時もあり、気をつけなければと思いま

す。大型トラックなどに後からピタッとつけられると度々怖い思いをし

ます。                  （詫間町 汐見 美代子） 
 
★運転適性診断を受講しました。安全運転を実践するには、まず、自分

の運転特性を知ることが大事です。客観的な適性診断により、視覚機能

などから自分の特性を把握した上で、日頃の運転ぶりを知ることができ

ました。                 （仁尾町 中井 日出子） 

交通安全に対する 

会員の声を集めました！ 

私
た
ち
の 

交
通
安
全 

三
世
代
ふ
れ
愛
交
通
安
全
教
室 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

三
豊
市
立
吉
津
小
学
校 

  

今
年
度
の
教
室
は
、
実
に
三
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。
三
豊
市

交
通
安
全
母
の
会
と
、
三
豊
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
母
親
委
員
会

の
共
催
で
、
講
演
会
と
交
通
安
全
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
延
べ
百
名
以
上
で
学
び
ま
し
た
。 

 


